
デジタル教材閲覧プラットフォーム

ご利用開始までのながれ

動作推奨環境

デジタル版『色彩事典』価格

『美術資料』本誌セット使用料：本誌定価＋330円（税込）/単独使用料：880円（税込）

タブレット・PC など機種を選ばず利用可能

実態に合わせてアカウントを運用可能

授業改善に繋がる集計機能

学校のタブレットの他、ご自宅の PCなど、ログイン情報を入力すれば、端末の種類は問いません。

学校管理者、教職員、学習者の 3種類のアカウントをご用意。それぞれのアカウントで権限が異なります。現場の実情に合わせて
スムーズな運用が可能です。弊社で個人情報を取り扱うことはございません。※学校管理者は学校内のアカウントを管理する人を
指します。

学年、教材ごとに閲覧状況を確認することができます。１日単位で見ることができ、授業研究や学年の実情について把握すること
ができます。

※ライセンス期間は卒業年度の 3月 31日までです。
※本チラシに記載されている内容および製品の仕様は予告なく変更する場合があります。

※ Windows、Microsoft Edge は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 ※ Windows の正式名称は、Microsoft Windows Operating System です。※ Intel 
Celeron、Core i3 は、米国およびその他の国における Intel Corporation の商標です。※ Chrome OS、Google Chrome は、Google LLC の商標です。※ iPad、iPad OS、Retina、Safari は、Apple Inc. の商標です。
通信環境によっては機能や読み込みの反応速度などに制限がかかることがあります。また，メモリや端末の性能によって正常に動作しないことがあります。実際にお使いになる環境下で十分な動作検証の上，
責任のもとご利用ください。ライセンスとアカウントの紐付けは Windows10 の OS でご登録下さい。

① ご注文 秀学社商品を取り扱っている販売代理店までご連絡ください。

▼

② ご契約 ご希望のアカウント数（ご注文人数）をお知らせください。※個人情報等は不要です。

▼

③ 登録・通知 弊社でご注文人数分のライセンスを発行し、学校管理者アカウントを記載した証明書を学校へ送付いたし
ます。※購入したライセンスの返品は一切お受けできません。

▼

④ アカウント
　 利用開始

同封のユーザーズマニュアルをご参照いただき、学校管理者がライセンスとアカウントの紐付け後、サー
ビスをご利用いただくことができます。

デジタル教材閲覧プラットフォーム 

監修：森長俊六　協力：一般財団法人日本色彩研究所、日本色研事業株式会社

体験版や商品
詳細はコチラ ▶︎ 色

色の学習をより楽しく簡単に！

中学校
美　術

色彩事典

インストール不要でブラウザ閲覧。
一斉学習・個別学習・共同学習に対応し、
生徒の力を最大限に引き出します。
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色相環

色立体

色分けゲーム

カラーカード

混色

配色

生活や作例 絵の具混色
シミュレーション



モードは4種類から選べます。
色相・明度・彩度など学ばせたい内容に応じて、パネルの並びを変更できます。

カラーカード

気になった色をタッチすると、絵の具
の配合比率を見ることができます。

【伝統色】では由来や参
考写真を閲覧できます。

好きな位置に
自由に

動かせる！

色分けゲーム

カラーカード

色分けゲーム パネルを動かして、ゲーム感覚で色の三要素を学べます。

約300色の色見本を確認できます。

こんな時にお役立ち！

「色の三要素」を
理解したい

こんな時にお役立ち！

色の配合比率を
知りたい

色の基礎を楽しみながら学べる、さまざまなコンテンツ！実際の絵の具のように、色を選んで混ぜて試せる！ ポ イ ン ト
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38 39表現 絵 画

重色と混色

絵　画
絵

　
画

　水
すい
彩
さい
絵の具やポスターカラーは、身近で使いやすい描

びょう
画
が
材
ざい
です。筆の使い方を

工
く
夫
ふう
したり、含

ふく
ませる水の分量を変えたりして、いろいろな表現を生み出すことがで

きます。基
き
礎
そ
的な技法を身につけて、自分の意図に応じた表現方法を工夫してみま

しょう。水彩絵の具で描く
絵の具大図鑑P.10

絵の具大図鑑P.10

　水彩画は、紙の性質によって仕上がりが大きく変わる。　 パネルの水張りP.89

水彩画に適した紙

　筆を使い終えたら、付け根まで水でよく洗い流す。
乾
かんそう
燥後は穂

ほ
先
さき
が曲がらないように注意して保管する。

筆の手入れ

画用紙 表面に凹
おう

凸
とつ

が施
ほどこ

され、絵の具が適度ににじむ。水分に弱く波打ちやすい。

水彩紙 細目から荒
あら

目
め

まで種類が多い。吸水性があり色の深みが出せる。
水に強く毛

け

羽
ば

立ちにくい。

ケント紙 表面が平
へい

滑
かつ

で強度がある。吸水性が少なく不
ふ

透
とう

明
めい

水彩でよく使われる。

和紙 繊
せん

維
い

が長く、ぬれても丈
じょう

夫
ぶ

。にじみやかすれなど独特の表現が可能。

※一
いっ
般
ぱん
的な紙の性質をまとめた。

　筆洗は、①きれいな水を
入れておくところ、②筆を
洗うところ、③すすぐため
のところに分けて使うとよ
い。ぞうきんで筆の水分を
調整したり、穂先を整えた
りする。

筆洗の使い方
③すすぐためのところ

①きれいな水を入れておくところ

②筆を洗うところ

　絵の具は、似た色が隣
となり
にくる

ように並べて置くと使いやすい。
仕切りの下の広いスペースは混
色に使う。

　利
き

き手や制作状
じょう

況
きょう

に応じて、配置を工
く

夫
ふう

しよう。

パレットの使い方

制作しやすい配置例

① 水
す い

彩
さ い

絵の具　
② 筆　
③ パレット　
④ 筆洗　
⑤ ぞうきん

　乾
かわ
いた筆に、水分量が少

ない絵の具をつけて描くと
かすれたタッチになる。

　絵の具を塗った上に、水を
含
ふく
ませた筆でなぞって色を薄

うす

める（グラデーション）。

　筆の穂先を使って、さまざ
まな色の点で描く方法。短い
タッチで色を置く方法もある。

　画面に絵の具や水をあらか
じめ塗

ぬ
っておき、乾く前に別

の色をのせてにじませる。

紙の地色を生かす
（塗

ぬ

り残す）
　紙をすべて塗りつぶさず、地
色を残しながら塗ることで光

こう
沢
たく

などを表現する。

紙の地色を生かす
（マスキングインク）
　白抜

ぬ
きにしたい部分をマスキ

ングインクで描き、乾いたら絵
の具を塗る。最後にインクをは
がす。

たらしこみ
　水を多く含ませた筆で形を
描き、乾かないうちに別の絵の
具をたらす。

洗い落とし
　一度乾いた絵の具を、水を含
ませた筆でなでて、溶

と
かしなが

ら描く。

吸い取り
　乾く前の絵の具を、乾いた
筆やティッシュペーパーなどで
吸い取ると、画面に独特の模
様や空間が生まれる。

塩を使った表現
　多めの水で溶いて塗った絵
の具が乾く前に塩をまくと、ま
いた部分に雪の結

けっ
晶
しょう
のような

模様が生まれる。

ドライブラシ

● 描
えが

き方の違
ちが

いによる作風の変化

● いろいろな描き方

ぼかし

点
て ん

描
びょう

にじみ

 用具と使い方

 表現の技法

具
用

水と墨を工夫してP.43

風景を描くP.54~55

形や色をイメージにP.12~13

並置混色P.5~6P.6

大きく描
えが

くとき 細かく描くとき

筆の種類

彩さ
い

色し
き

筆

面め
ん

相そ
う

筆

平
筆
（
14
号
）

平
筆
（
6
号
）

丸
筆
（
12
号
）

丸
筆
（
0
号
）

　鉛
えん
筆
ぴつ
を持つように軸

じく
を軽く持つ。筆を持つ位置や筆の角度は場面に応じ

て変える。

筆の持ち方

穂ほ

先さ
き

穂ほ

軸じ
く

1王子を想
お も

う人
に ん

魚
ぎ ょ

姫
ひ め

  
［水

すい
彩
さい

絵の具・鉛
えんぴつ

筆・パステル、紙／
35.8×48.3cm／1967年］
いわさきちひろ［1918〜74年・福

ふく
井
い

県］
ちひろ美術館 ［東京都／長野県］

地色によって色みが変化する。

　水彩絵の具は基本の12 〜
18色があればほとんどの色
をつくることができる。色を
混ぜたり重ねたりして、自分
の使える色を増やしておこう。
色を重ねるときは、下の色
が乾

かわ
いていることを確認して

から塗
ぬ

ると効果的だ。

重色 混色
原色＋原色

赤＋黄

青＋黄

青＋赤

重ねると濃
のう

淡
たん

が変化する。

色をつくるヒントP.7

　水
すい
彩
さい
絵の具のにじみや淡

あわ
い色調

を生かして、海の物語の世界を情
感豊かに表している。

●①①

●③③
●⑤⑤

●④④

●②②

短 時間で
つくる

「情景を描く」  絵の具で心の空を描いてみよう

❶記
き

憶
おく

や心の中にある空のイメージを広げよう。

❷【水張り】 紙の両面をスポンジなどでぬらし、机に水で張り
　つける。紙の表面の水が落ち着く間に絵の具を準備する。

❸【グラデーション】 空のイメージに応じて、明るい色から塗
ぬ

る。
　・ポスターカラーを厚く塗り重ねると描きやすい。
　・アクリル絵の具は乾きが速いので注意する。
　・机などの大きな面をパレット代わりにして、筆の根元まで
　 絵の具を含

ふく
ませて塗り、素

す
早
ばや
く次の色を重ねる。

　・乾
かわ
いたはけで色の境目をぼかしてなじませる。

❹【雲】 雲は絵の具が乾く前に筆でぬぐいとり（洗い落とし）、
　その上からドライブラシやにじみを生かして描

えが
く。

　【星】 表面が乾いてから、ドリッピング。
　【水平線】 溝

みぞ
引きで描く。

❺描いた空に題名をつけてみよう。

●用具
画用紙
水彩絵の具やポスターカ　
ラー、アクリル絵の具など
はけや筆
筆洗、ぞうきん、パレット、
スポンジやドライヤー
参考となる写真などもある
とよい。

溝引きP. 88

ドリッピングP. 13

グラデーションP. 18

水張りP. 89

　　　制作メモ　

●描
えが

きながら机をぞうきんでまめ
に水ぶきすると服や床

ゆか
を汚さない。

●描いた絵は古新聞などに並べて
乾
かん

燥
そう

させ、ボール紙などに配置
して展示してみよう。

同じ絵の具でも紙の種類を変えると表現がどのように変化するか試してみよう。
水彩絵の具で描く

リアルな絵の具の混色（減法混色）に近づけたコンテンツです！

1 色を選んで…

減法混色に基づ
く、絵の具に近い
混色結果を出す
ことができます。

▶︎いろいろな混色を試してみたいとき ▶︎実際に絵の具を混ぜる前に予想したいとき
「色の三要素」の知識を確かめる。
例：補色どうしを混ぜるとどうなる？
　 色を暗くしたいとき、黒以外の色を使うとどうなるだろう？

理想の色をつくるために、事前にいろ
いろな混色を試しておけば、パレット
で混色するときの手助けになります。

よく使われる絵の具の12色や、グリッ
ド、スペクトラムから、色を選べます。

混色結果は、ダウンロードし
たり、マイカラーに集めて、保
存しておくことができます。
自分だけの色づくりができ、
ほかの活動に生かせます。

2 混ぜるボタンを押すと

こんな場面で使えます！

3 混色結果
を表示

つくった色は
保存できる！

最大5色まで
選べる！

つ
く
り
た
い
色
の

ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

予
想
外
の
色
も
発
見
！？

ポ イ ン ト

絵の具混色
シミュレーション 絵の具混色シミュレーション

実際の絵の具のように、色を選んで混ぜて試せる！

2



色立体 色の三要素を立体的に学べます。

色相環 色相環で、色数や対応した色名などを学べます。色相環

色立体

補色などの色の関係を見られ、色数はPCCSとマンセルの計5種類から選べます。

気になった色をタッチすると、
断面図を見ることができます。

画面上で
回転でき

る！

こんな時にお役立ち！

「補色」を
知りたい

こんな時にお役立ち！

色立体を
実体験したい

色の基礎を楽しみながら学べる、さまざまなコンテンツ！
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配色 モードは色面、部屋、服装の3種類！配色

　色面モード

　部屋モード

　服装モード

色を選んで、気になった場所へ反映できます。テーマや工夫したところはコメント欄に書き込めます。

「自分だけの理想の部屋」など、生徒にとって身近なテーマを自由に設定して取り組めます。

服を着る「時・場所・場面（TPO）」を考えて、どんな印象を与える配色がよいか試せます。

作例を2つ並べて比較できるの
で、それぞれ表したいイメージを
もって配色できます。
またダウンロードして課題として
提出することも可能です。

こんな時にお役立ち！

手軽に
色面構成がしたい

色の基礎を楽しみながら学べる、さまざまなコンテンツ！ポ イ ン ト
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色の基礎を楽しみながら学べる、さまざまなコンテンツ！

※機種によってツールの仕様が異なります。

その他便利な機能が盛りだくさん！

ペンツール、消しゴムツールは標準装備！

ペン先の色は自由に変える
ことができます。

ヘルプボタンで、授業に使える
発問やコンテンツの使い方など
を見られます。

自分が登録した色情報を一覧で
確認できます。さらにカードを
タッチすると、色の貼り付けや、
ペン先の色を変えることができ
ます。

解説ボタンで、コンテンツ
内の学習にまつわる解説
が見られます。

一斉指導での掲示物として使いやすい！

別コンテンツへのリンクも
あり！

7

生活や作例 生活における色の働きや関係の深い作品から
さまざまな応用例を学べます。生活や作例

色の基礎を楽しみながら学べる、さまざまなコンテンツ！ポ イ ン ト

授業で使いやすい動画や掲示用図版を多数収録。
絵の具を使った学習や色の知識に関わる学習、さらにはポスター制作などの発想のヒントに使える資料を展開。

気になった資料や動画をタッチす
ると画面で大きく見ることができ
ます。

トーン分類図で色のイメージを確認
できます。

配色が実際どのように活用されてい
るか、身近な暮らしの中にある例を
たくさん見ることができます。

「透明視」や「ムンカー錯視」をア
ニメーションで分かりやすく学習す
ることが可能！

こんな時にお役立ち！

身近な
配色の工夫を
知りたい
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